
 

W・M・N
ワタキューメディカルニュース

発 行 日平成 22 年 8 月 31 日　　

　　　　　No.341

発 行　ワタキューセイモア

　　　　　　営業本部

製作協力　現代けんこう出版

　

８
月
23
日
に
開
か
れ
た
社
会
保
障
審
議

会
介
護
保
険
部
会
で
は
、
在
宅
や
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
審
議
が
集

中
し
た
。

　

部
会
で
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
「
自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ

せ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
約
５

割
を
し
め
る
と
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し

た
。
６
月
21
日
の
同
部
会
で
報
告
し
た
も

の
で
、
厚
労
省
が
介
護
保
険
に
つ
い
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
募
集
し

た
。
募
集
は
２
月
24
日
か
ら
３
月
31
日
に

か
け
て
実
施
さ
れ
、
介
護
施
設
の
従
事
者

や
地
方
自
治
体
職
員
、
介
護
施
設
の
利
用

者
ら
か
ら
４
千
件
を
超
え
る
回
答
を
寄
せ

た
。「
家
族
の
介
護
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

組
み
合
わ
せ
」
と
応
え
た
の
が
49
％
と
約

半
数
を
占
め
、「
家
族
に
依
存
せ
ず
に
生

活
で
き
る
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ

ば
自
宅
で
介
護
を
受
け
さ
せ
た
い
」
と
の

回
答
が
27
％
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
自
分
が
介
護
を
必
要
と
す
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
系
を
重
視

在
宅
に
シ
フ
ト

は
、
同
じ
よ
う
に
06
年
４
月
、
訪
問
と
泊

ま
り
の
組
み
合
わ
せ
て
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
創
設
さ
れ
た
が
、
医
療
ニ

ー
ズ
の
高
い
利
用
者
の
増
加
で
、
あ
り
方

の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
事
務
局
案

で
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
組
み
合
わ
せ

た
「
お
泊
ま
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
創
設

す
る
こ
と
で
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
獲
得
す
る

事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

在
宅
で
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
数

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
要
介
護
３
以

上
の
利
用
者
が
約
６
割
を
占
め
て
い
る
。

訪
問
看
護
の
状
況
で
は
、
医
療
処
置
を
行

っ
た
割
合
は
67
％
に
も
及
び
、「
じ
ょ
く

そ
う
の
予
防
・
処
置
」
が
あ
わ
せ
て
25
％

に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
訪
問
看
護
の

利
用
状
況
が
高
い
都
道
府
県
で
は
自
宅
で

よ
う
に
な
っ
た
場
合
」
は
、「
家
族
に
依

存
せ
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
」
が
46
％
と
半
数
を
占
め
、「
自
宅

で
家
族
の
介
護
と
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

６
月
に
閣
議
決
定
し
た「
新
成
長
戦
略
」

で
は
「
24
時
間
地
域
巡
回
型
訪
問
サ
ー
ビ

ス
、
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
拡
充
」
が
成
長
戦

略
の
実
施
す
べ
き
事
項
と
さ
れ
た
。
部
会

で
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
複

合
型
事
業
所
」
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。

06
年
４
月
に
新
設
し
た
夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
は
、
09
年
の
利
用
状
況
で
は
事
業
所

95
か
所
、
利
用
者
５
千
人
と
伸
び
悩
み
、

重
度
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
ま
で
至
っ

て
な
い
現
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

点
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
介

護
と
看
護
が
連
携
し
、
24
時
間
巡
回
型
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
近
い
サ
ー
ビ
ス

体
系
の
誕
生
す
る
可
能
性
は
介
護
人
材
の

待
遇
改
善
と
密
接
に
関
わ
る
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て

医
療
に
強
い
介
護
の
姿
も

を
組
み
合
わ
せ
て
介
護
を
受
け
た
い
」
が

24
％
だ
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
在
宅
介
護

を
重
点
的
に
進
め
る
制
度
改
革
の
道
筋
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。　
　

死
を
迎
え
る
確
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

訪
問
看
護
と
介
護
の
連
携

　

ま
た
、
訪
問
看
護
と
訪
問
介
護
を
一
体

的
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
も
モ
デ
ル
的
に
行
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
次
期
改
定
に
合
わ
せ
て

創
設
さ
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。
療
養

通
所
介
護
の
利
用
状
況
も
報
告
さ
れ
。
事

業
所
数
は
横
ば
い
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
進

ん
で
な
い
姿
が
報
告
さ
れ
た
。

　

要
介
護
者
の
医
療
必
要
度
の
増
加
は
訪

問
看
護
の
量
的
確
保
が
専
決
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
見
込
み
量
と
必
要
な
看
護
師
の
確

保
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
安

定
化
の
た
め
、
大
規
模
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
、
訪
問
看
護
と
介
護
の
連
携
が
論
点

と
し
て
上
が
っ
た
。

　

介
護
予
防
や
地
域
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
介
護
保
険
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

か
ら
除
く
と
い
っ
た
記
事
が
流
れ
、
介
護

関
係
者
の
目
を
引
い
た
が
、
部
会
で
は
要

支
援
者
に
対
す
る
予
防
給
付
及
び
特
定
高
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齢
者
対
策
と
し
て
の
介
護
予
防
事
業
を
ど

う
評
価
す
る
か
が
論
点
と
な
っ
た
。
予
防

給
付
の
効
果
は
地
域
の
取
組
方
に
よ
っ
て

地
域
差
が
大
き
く
、介
護
予
防
事
業
で
は
、

地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
際
に
「
見
守
り

や
介
護
予
防
給
付
を
支
援
す
る
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
が
不
十

分
」
で
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
者
と
利
用
者
の
情
報
を
共
有
す
る

事
が
難
し
い
」
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

た
。

　

見
守
り
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
生
き
が
い

推
進
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
の
情
報
共
有
を
含
め
た
連
携
が

必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

在宅医療（終末期ケアを含む）の連携のイメージ

【参考】在宅療養支援診療所・病院（診療所はＨ18年度、病院はＨ20年度に創設）
患家に対する24時間の窓口として、必要に応じて他の病院、診療所等との連携を図りつつ、24時間往診、訪問看護
等を提供する医療機関
（要件）24時間連絡を受ける連絡先を患家に提供、

24時間往診可能な体制の確保、
24時間訪問看護可能な体制の確保、
緊急時の入院体制の整備 等

9,434 10,477 11,450 11,955

7 11
29

お泊まりデイサービスのイメージ
○ デイサービスを活用した宿泊事業（ショートステイ）又は10時間以上の延長サービスを創設することにより、レ
スパイトケアの充実を図る。
○ 通い慣れたデイサービスの設備・スタッフによるケアを基本として、柔軟な人員配置・設備利用を可能とすること
で、急な預かりニーズにも対応可能となり、「仕事と介護の両立」が推進される。

宿泊・延長預かり

10:00～17:00 ２４時間体制

（泊まり）

（課題）
【デイサービス】
家族の就労時間とサービス

提供時間のミスマッチ

【ショートステイ】
利用ニーズの増加が見込ま
れるが、緊急時等における空
きベッドの確保は困難

（見直し後）
○ 通い慣れたデイサービスの設備・スタッフによる、
柔軟な長時間延長・宿泊サービスの提供

○ 家族の就労（急な残業、通勤時間等）にも配慮し
たサービス提供

○ 従来のショートステイも、これまでどおり利用可能

8:00 17:00

26


